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平成20年度決算に基づき、笛吹市の健全化判断比率と資金不足比率をお知らせします。 

一般会計の赤字の割合 

実質赤字比率 赤字なし 

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」ができ、各自治体に財政の健全化を示す4つの指標を公
表することが義務付けられました。これらは、市の財政がどのような状況にあるかを、年間の収支や負債
の割合などの4項目で財政の健全化の状況を示すものです。 
笛吹市の4つの指標は、いずれも基準内でした。 

１．健全化判断比率について

笛吹市の公営企業（水道事業会計、簡易水道特別会計、公共下水道特別会計、農業集落排水特別会計、
温泉事業特別会計）は、いずれの会計も資金不足は発生していませんでした。 

2．資金不足比率について

一般会計、特別会計、企業会計を含め 
た会計の赤字の割合 

連結実質赤字比率 赤字なし 

資金不足比率 

一般会計の標準的な収入に対する借金 
返済の割合 

実質公債費比率 
 

13.5％ 

将来負担が見込まれる負債の割合 

将来負担比率 111.4％ 

健全段階 財政の早期健全化 財政の再生

●指標の整備と情報
開示の徹底 

●自主的かつ計画的
な改善努力による
財政健全化 

●国等の関与による
確実な再生 

0% 12.56% 20%

笛吹市

0% 17.56％ 40%

笛吹市

0% 25% 35%

笛吹市

0% 350%

笛吹市

早期健全化基準

経営健全化基準

財政再生基準

笛吹市の比率は？

笛吹市の比率は？ 健全段階 公営企業の経営の健全化

●指標の整備と情報
開示の徹底 

●自主的かつ計画的な改善努力による経
営健全化 

0% 20%

笛吹市

資金不足なし 

　平成20年度の一般会計と特別会計の決算が、9

月議会で承認されました。 

笛吹市誕生から5年が経過しましたが、現在の

笛吹市の財政がどのような状況にあるかを市民の

皆さんによく知っていただくために、“広報ふえ

ふき決算特集号”としてお知らせします。 

C O N T E N T S

平成20年度に整備された石和温泉駅前広場 

●発　行　2009年11月1日　山梨県笛吹市役所　●編　集　経営企画課・広聴広報担当 
●所在地　〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地   TEL 055-262-4111 
http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp
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歳
入
決
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
、
国

県
支
出
金
が
約
15
億
円
、
地
方
交
付
税

が
約
5
億
円
、
市
税
が
約
1
億
円
な
ど
、

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
 

そ
の
反
面
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な

ど
の
各
種
交
付
金
が
約
1
億
円
減
少
し

た
の
を
は
じ
め
、
市
債
が
約
4
億
円
、

繰
入
金
が
約
2
億
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
 

国
県
支
出
金
が
大
幅
に
増
加
し
た
要

因
と
し
て
は
、
景
気
対
策
に
よ
る
定
額

給
付
金
事
業
や
子
育
て
応
援
特
別
手
当

支
給
事
業
な
ど
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
ま
 

す
。
 

ま
た
、
市
債
の
発
行
額
は
約
35
億
円

と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
ま
し

た
が
、
歳
入
合
計
の
12
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。
 

今
後
も
、
財
政
健
全
化
を
堅
持
し
て

い
く
た
め
に
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
 

り
、
ま
た
次
世
代
に
も
負
担
の
か
か
る

市
債
の
発
行
を
で
き
る
だ
け
制
限
し
な

が
ら
、
費
用
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考

慮
し
て
、
無
駄
の
な
い
、
よ
り
水
準
の

高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
 

 歳
出
決
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
4
・

5
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
が
、
そ

の
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
市
債
の
借

換
え
を
行
っ
た
こ
と
と
定
額
給
付
金
事

業（
総
務
費
）が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
の
要
因
と
し
て
は
、
八
代

統
合
共
選
所
整
備
な
ど
に
よ
る
農
林
水

産
業
費
の
約
4
億
円
の
増
加
、
衛
生
費

の
約
1
億
円
の
増
加
が
あ
り
ま
す
。
 

一
方
、
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
史
跡

甲
斐
国
分
寺
跡
整
備
事
業
が
縮
小
さ
れ

る
な
ど
約
2
億
円
減
少
し
、
ま
た
、
消

防
費
に
つ
い
て
は
、
特
殊
は
し
ご
付
き

ポ
ン
プ
車
更
新
事
業
な
ど
が
終
了
し
た

た
め
約
1
億
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
 

構
成
比
と
し
て
は
、
民
生
費
が
25
・

1
パ
ー
セ
ン
ト
と
一
番
多
く
、
次
に
全

般
的
な
事
務
に
か
か
る
経
費
で
あ
る
総

務
費
が
15
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
と
続
き
ま
 

す
。
 

今
後
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
将
来
へ
の
負
担
を
で
き

る
だ
け
減
ら
す
た
め
に
経
費
の
削
減
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
 

299億900万円 
289億5,900万円 

市 税
94億2,600万円

地方交付税
80億4,100万円

民生費
72億8,100万円

交付金・譲与税等
13億3,800万円

繰越金
10億100万円

衛生費
19億6,700万円

労働費
1,400万円

農林水産業費
21億2,100万円

教育費
22億4,100万円

商工費
3億1,400万円

消防費
9億8,900万円

土木費
35億1,100万円

公債費
41億9,300万円

諸支出金
15億3,100万円

議会費
2億4,000万円

総務費
45億5,700万円

国県支出金
51億3,000万円

市 債
35億8,600万円

その他
13億8,700万円

国民健康保険特別会計 
老人保健特別会計 
介護保険特別会計 
介護サービス特別会計 
後期高齢者医療特別会計 
公共下水道特別会計 
農業集落排水特別会計 
簡易水道特別会計 
温泉事業特別会計 
恩賜県有財産保護財産区管理会 
（9特別会計合計） 
水道事業会計 

……………………………… 
…………………………………… 
…………………………………… 

……………………………… 
…………………………… 

………………………………… 
……………………………… 

…………………………………… 
…………………………………… 

…………………… 

……………………… 

76億6,862万円 
6億8,442万円 
43億3,773万円 

1,777万円 
10億2,627万円 
45億9,765万円 

8,868万円 
9億 292万円 
8,812万円 
4,589万円 

76億1,721万円 
6億8,440万円 
42億7,001万円 

1,512万円 
10億2,331万円 
45億5,427万円 

8,528万円 
 8億4,713万円 
 6,996万円 
761万円 

（収益的収入）10億8,256万円（収益的支出）10億7,928万円 
（資本的収入） 3億3,113万円（資本的支出） 6億4,453万円 

広報 

歳入総額
歳出総額

●
2
8
9
億
円
の
使
い
道
 

歳　入 歳　出○
市
税
　

市
が
集
め
る
税
金（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
な
ど
）
 

○
地
方
交
付
税

市
町
村
の
行
財
政
状
況
に
応
じ
て
、
国
か
ら
地
方
に

配
分
さ
れ
る
収
入
 

○
市
債
　

市
の
借
金
 

○
国
・
県
支
出
金

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
 

○
交
付
金
・
譲
与
税
な
ど

国
や
県
が
集
め
て
、
市
町
村
に
交
付
・
譲
与
す
る
収

入（
地
方
消
費
税
交
付
金
、
自
動
車
重
量
税
譲
与
税
、

自
動
車
取
得
税
交
付
金
な
ど
）
 

○
民
生
費

福
祉
、
年
金
、
医
療
、
保
育
な
ど
へ
の
支
出
 

○
総
務
費

庁
舎
管
理
、
人
件
費
、
戸
籍
事
務
な
ど
へ
の
支
出
 

○
公
債
費

借
金
返
済
の
た
め
の
支
出
 

○
特
別
会
計

一
般
会
計
と
は
独
立
し
て
、
特
定
の
目
的
を
持
っ
た

事
業
を
行
う
会
計
 

○
市
債
の
借
換
え

借
入
先（
民
間
金
融
機
関
な
ど
）と
の
借
入
契
約
に
基

づ
き
、
返
済
期
間
の
途
中
で
も
残
金
を
そ
の
時
点
の

利
率
で
借
り
換
え
る（
残
金
を
全
額
返
済
し
、
同
額

を
借
り
入
れ
）こ
と
で
す
。
借
入
残
高
に
は
影
響
し

ま
せ
ん
。
 

 財
政
用
語
ミ
ニ
事
典

平
成
20
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
よ
り
約
12
億
円
増
え
、
総

額
2
9
9
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

主
な
内
訳
と
し
て
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
の
94

億
円
が
最
も
多
く
、
続
い
て
、
地
方
交
付
税
が
80
億
円
、
国
県
支
出
金

51
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
20
年
度
の
歳
出
決
算
額
も
前
年
度
よ
り
約
12
億
円
増
え
、
総
額

2
8
9
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

内
訳
は
、
民
生
費
が
72
億
円
で
最
も
多
く
、
続
い
て
総
務
費
45
億
円
、

公
債
費
41
億
円
、
土
木
費
35
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
 



歳
入
歳
出
決
算
状
況

ふ
え
ふ
き
家
の
家
計
簿
か
ら

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
事
業

平
成
２０
年
度
に
行
�
た
主
な
事
業

財
政
の
健
全
化
の
状
況
は
？

①
道
路
新
設
改
良
事
業

②
市
道
の
新
設
、
改
良
 

③
2
億
5
2
6
0
万
円
 

①
消
防
施
設
整
備
事
業

②
消
防
車
、
詰
所
、
耐
震
性
貯
水
槽

整
備
 

③
4
9
5
0
万
円
 

①
農
業
基
盤
整
備
事
業

②
農
道
、
水
路
整
備
 

③
2
億
8
4
8
0
万
円
 

①
地
域
振
興
基
金
造
成

②
3
年
間
総
額
で
30
億
円
の
基
金
積

立
て
 

③
9
億
5
0
0
0
万
円
 

①
地
域
環
境
資
源
活
用
事
業

②
八
代
町
地
内
「
ほ
た
る
の
里
」
整

備
 

③
2
3
9
0
万
円
 

①
浄
水
場
整
備
出
資
事
業

②
境
川
地
内
浄
水
場
建
設
 

③
9
4
0
万
円
 

①
西
田
川
整
備
事
業

②
一
宮
町
地
内
準
用
河
川
整
備
 

③
3
4
4
0
万
円
 

市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
合
併
特

例
債
を
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

合
併
特
例
債
の
利
用
期
限
は
合
併
翌

年
度
か
ら
10
年
間
と
決
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
で
は
、
事
業
を
厳
選
の
上
、

平
成
26
年
度
ま
で
本
制
度
を
積
極
的
・

有
効
的
に
利
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
 

平
成
20
年
度
は
、
前
年
度
繰
越
分
を

含
め
約
16
億
円
の
合
併
特
例
債
を
活
用

し
ま
し
た
。
 

そ
の
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
①
事
業
名
②
事
業
内
容
③
平
成
20
年

度
合
併
特
例
債
借
入
額
）
 

公
共
交
通
網
の
整
備
 

6
9
0
0
万
円
 

地
域
環
境
資
源
活
用
推
進
事
業（
「
ほ
た
る
の

里
」
整
備
）
 

8
2
0
0
万
円
 

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
 

 

6
4
0
万
円
 

芦
川
農
産
物
直
売
所
建
設
事
業
 

 

3
8
4
1
万
円
 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
 

 

6
0
0
万
円
 

石
和
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
 

 

1
億
9
2
0
0
万
円
 

「みんなで奏でる”にぎわい・やすらぎ・きらめき”のハーモニー」市の将来像達成のた
めに、289億円が使われ、多くの事業を行いました。 

ご
み
減
量
化
推
進
事
業
 

 

6
億
3
6
0
0
万
円
 

障
が
い
者
の
自
立
支
援
事
業
 

 

1
億
1
7
0
0
万
円
 

バ
イ
オ
マ
ス
の
郷
づ
く
り
事
業
 

 

3
9
0
0
万
円
 

境
川
浄
水
場
建
設
出
資
事
業
 
9
4
0
万
円
 

消
防
施
設
整
備
事
業
 

6
5
1
3
万
円
 

南
館
太
陽
光
発
電
事
業
 

3
9
0
4
万
円
 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
事
業
 

 

　
　
9
8
0
万
円
 

学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
 

89
万
円
 

浅
川
中
学
校
技
術
科
棟
耐
震
改
修
事
業
 

 

8
5
0
万
円
 

甲
斐
国
分
寺
跡
整
備
 
1
億
6
0
1
8
万
円
 

 

SLが走ったデスティネーションキャンペーン 

一宮町地内準用河川整備 

八代町地内「ほたるの里」整備 

学校教育ビジョン 

甲斐国分寺跡発掘調査 

境川浄水場建設現場（平成22年度完成予定） 

 
南館に設置された太陽光発電システム 

●
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

  

●
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

 

●
き
ら
め
き
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

 

合併特例債とは？ 
 

　合併町村が、まちづくり推進のため、新市建設計

画に基づいて行う事業や基金の積立に必要な経費に

ついて、合併当年度とその後10カ年度に限り、その

事業費として借り入れることのできる地方債のこと

を合併特例債と言います。 

　事業費の約95パーセントを借り入れることができ、

後年その償還金（元金と利子）の70パーセントが普通

交付税で措置されます。 

　合併特例債を利用できるのは、次のような事業です。 

●道路、橋梁整備など、合併町村相互の交流や連携

を円滑にする事業 

●未整備地区への施設整備など、合併町村間の均衡

ある発展に資する事業 

●現存する類似の目的を有する施設を統合する事業 

●新市の地域振興などのために設けられる基金の積

み立て 

1

2 

 

3 

4
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家
の
家
計
簿
か
ら

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
事
業

平
成
２０
年
度
に
行
�
た
主
な
事
業

財
政
の
健
全
化
の
状
況
は
？

※
1
 

市
税
や
地
方
譲
与
税
な
ど
は
ほ
と

ん
ど
増
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
交

付
税
や
国
県
か
ら
補
助
金
は
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
 

特
に
国
か
ら
の
補
助
金
は
景
気
回

復
対
策
の
た
め
に
大
幅
に
増
え
ま
し
 

た
。
 

※
3
 

こ
の
春
先
に
景
気
対
策
事
業
の
一

環
と
し
て
、
定
額
給
付
金
事
業
を
行

っ
た
た
め
に
、
補
助
費
は
昨
年
度
よ

り
急
激
に
増
え
ま
し
た
。
 

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
社
会
が
進

む
中
で
、
生
活
保
護
や
医
療
、
高
齢

者
福
祉
な
ど
の
社
会
保
障
に
か
か
る
 

「
扶
助
費
」
も
増
え
続
け
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
 

※
2
 

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
上

下
水
道
な
ど
の
特
別
会
計
の
不
足
分

を
一
般
会
計
か
ら
、
繰
出
金
と
し
て

支
出
し
て
い
ま
す
。
 

上
下
水
道
の
特
別
会
計
で
は
繰
出

金
だ
け
で
な
く
、
独
自
で
の
借
入
れ

も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

特
に
下
水
道
事
業
は
施
設
を
整
備

し
て
い
る
途
中
で
す
の
で
、
建
設
費

な
ど
に
多
額
の
繰
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

※
5
 

「
ハ
ル
ノ
ブ
の
頑
張
り
」
と
は
市

税
収
納
率
の
向
上
の
こ
と
で
す
。
 

収
納
率
と
は
課
税
総
額
に
対
し
て

市
に
収
ま
っ
た
税
額
の
割
合
で
す
。
 

笛
吹
市
の
平
成
20
年
度
の
市
税
全

体
の
収
納
率
は
77
・
8
％（
現
年
分

94
・
3
％
、
滞
納
分
11
・
3
％
）
で

し
た
。
 

自
主
財
源
確
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
 

と
、
住
民
の
負
担
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
も
、
収
納
率
の
向
上
は
、
今

後
と
も
笛
吹
市
の
大
き
な
課
題
で
す
。
 

※
4
 

市
で
は
5
年
間
で
職
員
1
0
0
人

減
を
目
標
に
掲
げ
、
ス
リ
ム
な
市
役

所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

ふえふき家

世帯主：ハルノブ
会社員 

山 本 家

ハルノブの実家の父
：カンスケ
年金暮らし 
都内在住 

長男：タロウ
大学生 

都内で一人暮らし 

妻：ユウ
パート勤務 

次男：ジロウ
地元の高校生 

●
解
説

市
の
財
政
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
の
歳
入
総
額

2
9
9
億
円
を
総
収
入
6
0
0
万
円
の
「
ふ
え
ふ
き
家
」
の
家
計
簿
に
置

き
換
え
て
み
ま
し
た
。
 

平
成
20
年
度
の
台
所
事
情
は
昨
年
度
と
比
べ
て
、
変
化
が
あ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
 

「
ふ
え
ふ
き
家
」
の
家
族
と
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

 
ハ
ル
ノ
ブ

こ
の
不
況
で
俺
の
給
料
も
ユ
ウ
の
パ

ー
ト
収
入
も
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
な
い
 

よ
。（
※
1
）こ
れ
か
ら
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
返
済
は
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
し
、

父
さ
ん
の
援
助
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
る
よ
。
 

　
　
　
 

ユ
　
　
ウ

本
当
ね
。
支
出
も
か
な
り
増
え
た
け
 

ど
、
お
父
さ
ん
か
ら
の
援
助
が
増
え
た

お
か
げ
で
、
な
ん
と
か
黒
字
に
な
っ
て

い
る
の
よ
。（
※
1
）
 

 
カ
ン
ス
ケ

わ
し
も
年
金
暮
ら
し
で
、
厳
し
い
け
 

ど
、
み
ん
な
を
見
捨
て
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
か
ら
な
。
 

 
ハ
ル
ノ
ブ

タ
ロ
ウ
へ
の
仕
送
り
は
、
相
変
わ
ら
 

ず
、
我
が
家
の
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る

よ
な
。（
※
2
）
 

早
く
卒
業
し
て
、
自
立
し
て
く
れ
る

と
助
か
る
ん
だ
け
ど
。
 

  
タ
ロ
ウ

そ
う
言
わ
な
い
で
よ
。
ぼ
く
だ
っ
て

自
分
で
バ
イ
ト
し
た
り
、
奨
学
金
借
り

て
や
り
く
り
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
。
未

来
へ
の
投
資
だ
と
思
っ
て
よ
。
 

 
ユ
　
　
ウ

ジ
ロ
ウ
の
小
遣
い
も
、
タ
ロ
ウ
の
仕

送
り
に
負
け
な
い
く
ら
い
増
え
た
わ
ね
。
 

 
ジ
ロ
ウ

お
小
遣
い
と
い
え
ば
、
第
一
希
望
の

高
校
に
合
格
で
き
た
か
ら
、
カ
ン
ス
ケ

お
じ
い
さ
ん
か
ら
お
祝
い
を
た
く
さ
ん

も
ら
っ
た
ん
だ
。（
※
3
）
 

 
ユ
　
　
ウ

大
切
に
貯
金
し
て
あ
る
？
 

 
ジ
ロ
ウ

う
ん
。
ち
ゃ
ん
と
貯
金
し
た
。
 

 
カ
ン
ス
ケ

ユ
ウ
さ
ん
は
食
費
を
切
り
詰
め
て
よ

く
頑
張
っ
て
い
る
ね
・
・
・
。（
※
4
） 

ハ
ル
ノ
ブ
も
会
社
が
不
況
で
大
変
だ

と
思
う
け
ど
、
給
料
が
上
が
る
よ
う
に

も
っ
と
頑
張
れ
よ
。
 

 

ハ
ル
ノ
ブ

そ
う
だ
ね
、
い
つ
ま
で
も
父
さ
ん
に

頼
っ
て
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
ね
。
 

一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
、
も
っ
と
頑

張
ら
な
く
ち
ゃ
！（
※
5
）
 

 

秋
の
連
休
の
こ
と
で
す
。
・
・
 

久
し
ぶ
り
に
、
カ
ン
ス
ケ
が
「
ふ
え
ふ
き
家
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
カ

ン
ス
ケ
は
、
息
子
ハ
ル
ノ
ブ
の
家
計
を
心
配
し
て
い
ま
す
。
　
 

そ
こ
で
、
家
族
み
ん
な
で
平
成
19
年
度
・
20
年
度
の
家
計
簿
を
比
較
し
て
み

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

「ふえふき家」は、4人家族です。 
その主な収入は会社員ハルノブの給与所得と妻ユウのパー
ト収入です。 
子どもの教育費や住宅ローンの返済に出費がかさむため、
ハルノブは、父カンスケから多額の援助を受けて、家計をど
うにか維持しています。 

食費 
 
保険・医療・税金 
 
住宅ローン返済 
 
光熱水費、衣服 
住居、教育 

家の改築 
 
洗濯機修理 
 
こづかい 
（ジロウ） 
仕送り 
（タロウ） 

定期貯金 
 

支出合計 

 

97 
 

75 
 

84 
 

85 
 

66 
 
2 
 

60 
 

80 
 

32 
 

581 
（万円） 

48 
 

37 
 

42 
 

42 
 

33 
 
1 
 

30 
 

40 
 

16 
 

289 
（億円） 

昨年比 

-3 
 

+2 
 

+10 
 
-1 
 
-8 
 
0 
 

+8 
 

+3 
 

+1 
 

+12 

 

人件費 
 
扶助費 
 
公債費 
 
物件費 
 
普通建設事業費 
 
維持補修 
 
補助費 
 
繰出金 
 
積立金 
 
歳出合計 

支出の内訳 性質別歳出

支　　出
ふえふき家の家計簿 一般会計決算

ふえふき家の家計簿

給与収入 
（ハルノブ） 
パート収入 
（ユウ） 
生活費援助 
（カンスケより） 
家の改築援助 
（カンスケより） 

教育ローン 
 
定期預金解約 
 
昨年からの繰越 
 
雑入 
 
収入合計 

189 
 

28 
 

161 
 

102 
 

72 
 
4 
 

20 
 

24 
 

600  
（万円） 

94 
 

14 
 

80 
 

51 
 

36 
 
2 
 

10 
 

12 
 

299 
（億円） 

昨年比 

+1 
 
0 
 

+5 
 

+14 
 
-4 
 
-3 
 
-1 
 
0 
 
 

+12 
 

市税 
 
譲与税・交付金 
 
地方交付税 
 
国県支出金 
 
市債 
 
繰入金 
 
繰越金 
 
その他 
 
歳入合計 

 

収入の内訳 歳入内訳

収　　入
ふえふき家の家計簿 一般会計決算

｢ふえふき家｣の家計の状況

登場人物
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公営企業ごとの資金不足額の事業規模 
に対する割合 
 

■問合せ先　経営政策部　財政課 
　　　　　　☎055（262）4111

一般会計歳入歳出決算状況 

平成20年度主要事業報告 

合併特例債活用報告 

ふえふき家の家計簿から 

健全化法指数報告 

・・・・・・・・ 2～3
・・・・・・・・・・・・・・・ 4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
・・・・・・・・・・・ 6～7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

平成20年度決算に基づき、笛吹市の健全化判断比率と資金不足比率をお知らせします。 

一般会計の赤字の割合 

実質赤字比率 赤字なし 

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」ができ、各自治体に財政の健全化を示す4つの指標を公
表することが義務付けられました。これらは、市の財政がどのような状況にあるかを、年間の収支や負債
の割合などの4項目で財政の健全化の状況を示すものです。 
笛吹市の4つの指標は、いずれも基準内でした。 

１．健全化判断比率について

笛吹市の公営企業（水道事業会計、簡易水道特別会計、公共下水道特別会計、農業集落排水特別会計、
温泉事業特別会計）は、いずれの会計も資金不足は発生していませんでした。 

2．資金不足比率について

一般会計、特別会計、企業会計を含め 
た会計の赤字の割合 

連結実質赤字比率 赤字なし 

資金不足比率 

一般会計の標準的な収入に対する借金 
返済の割合 

実質公債費比率 
 

13.5％ 

将来負担が見込まれる負債の割合 

将来負担比率 111.4％ 

健全段階 財政の早期健全化 財政の再生

●指標の整備と情報
開示の徹底 

●自主的かつ計画的
な改善努力による
財政健全化 

●国等の関与による
確実な再生 

0% 12.56% 20%

笛吹市

0% 17.56％ 40%

笛吹市

0% 25% 35%

笛吹市

0% 350%

笛吹市

早期健全化基準

経営健全化基準

財政再生基準

笛吹市の比率は？

笛吹市の比率は？ 健全段階 公営企業の経営の健全化

●指標の整備と情報
開示の徹底 

●自主的かつ計画的な改善努力による経
営健全化 

0% 20%

笛吹市

資金不足なし 

　平成20年度の一般会計と特別会計の決算が、9

月議会で承認されました。 

笛吹市誕生から5年が経過しましたが、現在の

笛吹市の財政がどのような状況にあるかを市民の

皆さんによく知っていただくために、“広報ふえ

ふき決算特集号”としてお知らせします。 

C O N T E N T S

平成20年度に整備された石和温泉駅前広場 

●発　行　2009年11月1日　山梨県笛吹市役所　●編　集　経営企画課・広聴広報担当 
●所在地　〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地   TEL 055-262-4111 
http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp
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